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【議会事務局】 

１．事業成果の概要 

令和５年４月に執行された村議会議員選挙から新体制となった。円滑な議会運営を期す

ため、議会改革、活性化の取り組みはもとより、常に住民により開かれた議会（ケーブル

テレビによる議会放映、告知端末機等を使った議会開催周知、議会だより発行）に心がけ、

本会議はもとより、全員協議会、議会運営委員会、広報編集特別委員会等の会議を積極的

に開催し、山江村が抱える諸問題の解決や山江村総合振興計画、地方創生総合戦略の実践

に向けた取り組みに対し協議を行うなど、執行部に対し提言、支援協力を行った。 

尚、例年において村の振興や諸問題の解決のため、国や県の支援を受けることも重要で

あることから、地元選出の国会議員等に対し要望活動を行った。 

議会活動に関する報告としては、定例会後の会議録（議事録）及び議会だより「まるお

か」の村ホームページへの掲載、一般質問の YouTube 動画配信など議会活動が住民の身近

なものとなるよう努めた。また活性化調査特別委員会において、タブレット導入に向けた

検討を行い、３月議会臨時会よりタブレットと紙との併用での運用を開始した。 

 

２．議会の組織及び構成に関する事項 

(1) 定 数                          （単位：人） 

任    期 議員定数 現在員数 

令和５年４月３０日～ 令和９年４月２９日 １０ １０ 

 

 (2) 議会構成          【令和６年４月３０日～ 令和９年４月２９日】 

議

席 
氏  名 

所属常任委員会及び 

他の委員会 

議

席 
氏  名 

所属常任委員会及び 

他の委員会 

１ 白川 俊博 
総務文教常任委員会副委員長 

議会広報編集特別委員会副委員長 
６ 横谷  巡 総務文教常任委員会委員 

２ 北田 愛介 

産業厚生常任委員会副委員長 

議会広報編集特別委員会委員 

議会運営委員会副委員長 

７ 立道  徹 
産業厚生常任委員会委員長 

議会運営委員会委員 

３ 本田 りか 
産業厚生常任委員会委員 

議会広報編集特別委員会委員長 
８   孝恒 

総務文教常任委員会委員長 

議会運営委員会委員 

４ 中村 龍喜 産業厚生常任委員会委員 ９ 久保山直巳 

副議長 

総務文教常任委員会委員 

議会広報編集特別委員会委員 

５ 赤坂  修 
総務文教常任委員会委員 

議会運営委員会委員長 
10 森田 俊介 

議長 

産業厚生常任委員会委員 

 



３．定例会及び臨時会における事件に関する事項 

 

(1) 会議毎の会期・期日及び提案事件の内容             （単位：件） 

区 分 

会

期

日

数 

開会期日 

村 長 提 案 議 長 提 案 

計 
条 

 

例 

予 

 

算 

承 

 

認 

同 

 

意 

報 

 

告 

認

定

他 

発

委 

議 

選 

 

挙 

陳 

 

情 

請

願

書 

意

見

書 

そ

の

他 

第４回 

臨時会 
１ 

 5月 11日 

 5月 11日 
 1 9   3  3    4 20 

第５回 

定例会 
3 

 6 月 7 日 

 6 月 9 日 
1 1  1 4 3 1      11 

第６回 

臨時会 
1 

 7月 21日 

 7月 21日 
 1           1 

第７回 

定例会 
5 

 9月 11日 

9月 15日 
2  7 1 2 1 7       20 

第８回 

定例会 
3 

12 月 6 日 

12月 8日 
9 7    1       17 

第９回 

臨時会 
1 

12月 19日 

12月 19日 
 1           1 

第１回 

臨時会 
１ 

2 月 9 日 

2 月 9 日 
2 1 1          4 

第２回 

定例会 
８ 

3 月 8 日 

3 月 15 日 
10 13     1     1 25 

第３回 

臨時会 
１ 

3 月 28 日 

3 月 28 日 
 3    1       4 

第５回定例会 山江村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について可決・・・発委 

第２回定例会 議会活性化調査特別委員会委員長報告・・・報告、山江村議会会議規則の一部を改正

する規則の制定について可決・・・発委 

 

４．一般質問                            （単位：人） 

定例会 ６月 ９月 １２月 ３月 計 

質問者 ７ ７ ４ ６ ２４人 

 

一般質問については、YouTubeを活用し動画配信を行っている。 

 

 



５．各委員会及び全員協議会に関する事項 

 (1)付議事件の審査及び調査並びに議会運営についての委員会及び協議会の開催回数 

                                 （単位：回） 

区 分 

総務文教

常 任 

委 員 会 

産業厚生

常 任 

委 員 会 

議会運営

委 員 会 

全 員 

協 議 会 

特 別 委 員 会 

計 
広報編集 

議会活性

化調査 

回 数 1 1 10 12 3 6 33 

※特別委員会 

・議会活性化調査特別委員会 

    （令和５年６月９日設置し、令和６年３月８日委員長報告） 全会議 ６回 

 

６．議員研修に関する事項 

 (1) 議員の知識の向上と地域の振興発展を図るため、県・郡議長会及び村議会主催によ

る研修会及び村議会議員の政務研修の開催状況 

                                （単位：回） 

区 分 
常任委員

会研修会 

正・副議

長研修会 

常任委員

長研修会 

全議員 

研修会 

新議員 

研修会 

その他 

委員会 

研 修 

計 

回 数 2 2 1 1 1 2 9 

 

 ※常任委員会研修 

   総務文教・産業厚生常任委員会合同研修 

令和６年１月１２日：立野ダム（南阿蘇村）、五木村 

           （内容：流水型ダム視察研修） 

※特別委員会研修 

   議会活性化調査特別委員会視察研修 

令和５年７月３日：多良木町 

           （内容：議会タブレット活用等） 

※その他委員会研修 

   議会広報編集特別委員会：全国町村議会広報研修会（東京都）など 

 

７．会議に関する事項 

(1)円滑な議会運営を図るための県・郡町村議長会主催による会議の開催状況 

                               （単位：回） 

区分 
熊 本 県 

町村議会議長会議 

球 磨 郡 

町村議長会議 

下 球 磨 

5町村議長会議 
その他 計 

回数 ２ １２ １ ０ １５ 



８．正副議長研修及び要望活動に関する事項 

  全国町村正副議長研修会       令和 5年 5月 23日～令和 5年 5月 24日 

熊本県町村正副議長研修会      令和 5年 8月 22日 

  町村議会議長全国大会及び管内主軸事業要望 令和 5年 11月 27日～令和 5年 11月 29日 

   

９．議会議員の要望活動に関する事項   

  ① 山江村主軸事業（地元国会議員への主軸事業要望） 

区分 国に対する要望 県に対する要望 計 

回数 1 0 1 

   ※県選出（総務大臣・参議院）議員等４名へ要望   令和５年７月２７日   

 

１０.議会広報に関する事項 

  議会活動報告として、議会広報（まるおか）を定例会の翌月に４回発行した。 

一般質問の欄においては QRコードを掲載し動画（YouTube）視聴を可能とした。また山江

村ホームページへも掲載した。 

 

１１．他町村からの視察研修受け入れ状況 

  視察研修の申し込みが無い状態であった。 

 

１２．一部事務組合議会等の議員に関する事項 

【令和５年５月１１日～ 令和９年４月２９日】 

一部事務組合議会等名 議  員  氏  名 

人吉下球磨消防組合議会  孝恒  

人吉球磨広域行政組合議会 中村 龍喜 本田 りか 

 
【監査事務局】 
 
１． 山江村監査委員について 
 

氏   名 選 任 年 月 日 摘           要 

豊 永  知 満 令和 ４年 ９月 ７日 
識見を有する委員：代表監査委員 

（任期：令和 ８年 ９月 ８日） 

立 道  徹  令和 ５年 ５月１１日 
 議会選出監査委員 

（任期：令和 ９年 ４月２９日） 

  
２．例月現金出納検査について 
   〔山江村監査委員に関する条例第7条・地方自治法235条の2第1項〕 

      山江村一般会計、特別会計（国民健康保険事業、簡易水道事業、農業集落排水事業、介



護保険事業、後期高齢者医療事業、ケーブルテレビ事業）の各会計について、会計管理者
の保管する現金（歳計現金、歳入歳出外現金、一時借入金、基金に属する現金及び預かり
金等）の在高及び出納関係諸表の計数の正確性を検証するため、毎月１５日を基準日とし
て、１日間（４・５・６月は２日間）検査を実施した。 

 
３．決算審査について 

〔山江村監査委員に関する条例第8条・地方自治法233条第2項〕 
 

      令和５年７月２４日から８月１０日までの実日数１０日間をかけて、山江村の令和５年
度（令和４年度分）一般会計、特別会計（国民健康保険事業、簡易水道事業、農業集落排
水事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業、ケーブルテレビ事業）の各会計の決算及び
諸書類、その他政令で定める書類並びに地方自治法２４１条第５項の規定により、定額の
資金運用基金運用状況を示す書類について説明を受け、審査した。なお、審査に関する意
見書を令和５年８月１０日に村長に提出し、９月定例議会において認定。 

 

４．定期監査について 
〔山江村監査委員に関する条例第3条・地方自治法199条第4項〕 

 
      令和５年１０月２７日、３０日、３１日の３日間をかけて、山江村の令和５年度上半期

の財務に関する事務執行の適正・効率性を主眼として、村の経営に係わる事業の管理が合
理的かつ効率的に行われているか、又事務事業の執行に係わる令和４年度繰越、令和５年
度発注工事及び委託業務等の事務処理について実施した。 

 
５．財政健全化法に係る審査について 
  〔地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条第1項・22条第1項〕 
 

平成１９年６月に成立した「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、わか
りやすい財政情報を公表することになったもので、令和５年８月１７日、令和４年度の決
算により財政の健全化を判断する指標、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率について算定基礎が記載された書類について審査し、意見書を令和５年
８月１７日に村長へ提出した。 
 

６．監査委員の研修について 
 
    適正な監査を行うため、下記の研修会に参加し、委員の監査業務の知識向上に努めた。 
      各種研修は、以下のとおり 
 
 

 研 修 会 期 日 場 所 参加者 摘        要 

   令和５年７月１９日  

（１日間） 
熊本市 ２  熊本県町村監査委員協議会研修会 

令和６年３月２２日  

（１日間） 
熊本市 ２  熊本県町村監査委員協議会研修会 

 


